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様式第３

会 議 録

会 議 名 平成30年度第1回野田市児童福祉審議会

議 題 及 び

議 題 毎 の

公 開 又 は

非公開の別

［議題］

（１）野田市エンゼルプラン第４期計画進捗状況（公開）

（２）野田市ひとり親家庭支援総合対策プラン第３次改訂版進捗

状況（公開）

（３）子ども・子育て支援に関するニーズ調査の実施について

（公開）

子ども・子育て支援に関する調査票（案）（公開）

（４）ひとり親家庭等の支援に関する意識調査の実施について

（公開）

アンケート調査（母子家庭）（案）（公開）

（５）保育の量の見込みと確保について（公開）

新規施設の確認に係る利用定員の設定について（公開）

（６）子ども医療費助成制度の実施について（公開）

（７）子ども館の整備について（公開）

（８）子ども未来教室について（公開）

日 時
平成30年7月25日（水）

午後1時30分から午後3時00分まで

場 所 保健センター3階大会議室

出 席 委 員

氏 名

会長 渡辺 隆

副会長 江原 正子

委員 中村 好枝 戸邉 敦子、染谷 優、佐久間 友香里、

藤岡 美智子、杉﨑 哲実、茂木 泉、小倉 幸雄、荒

巻 幸子、山田 典子

欠 席 委 員

氏 名

委員 木名瀬 訓光、岡田 一芳、二瓶 一嗣、古橋 和夫、

山本 由紀子、古屋 真由美、鈴木 みどり

事務局氏名

今村 繁（副市長）

平野紀幸（児童家庭部長）

小林利行（児童家庭課長）

小川原一浩（児童家庭課長補佐）
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西 信幸（児童家庭課子育て支援係長）

田中道男 (児童家庭課児童給付係長)

渡部茂至（児童家庭課児童相談係長）

生嶋浩幸（企画財政部次長兼企画調整課長）

松本正明（営繕課長）

大塚盛也（市民生活課長）

森下元博（防災安全課長）

竹田敏也（商工観光課労務係主査）

佐久間進（自然経済推進部次長兼みどりと水のまちづくり課長）

須田光浩（生活支援課長）

蛯原芳幸（障がい者支援課長補佐）

中代英夫（保健センター長）

関根康弘（保育課長）

戸辺卓哉（人権・男女共同参画推進課長）

小倉一浩（学校教育課長補佐）

村田弘信（指導課主幹）

伊東和宏（教育総務課財務係長）

金子 隆（中央公民館長）

柳 正幸（社会体育課長補佐）

相澤和子（青少年課長補佐）

傍 聴 者 2名

議 事 会議結果（概要）は次のとおりである。

司 会 定刻となりましたので、これより平成 30 年度第 1 回野田市児

童福祉審議会を開催させていただきます。

本日は、大変お忙しい中、御出席いただき誠にありがとうござ

います。

私は、司会を担当させていただきます、児童家庭課の小川原と

申します。どうぞよろしくお願いいたします。

審議の前に、お願いと御確認をさせていただきます。

会議に際し会議録作成のため、録音をさせていただきますの

で、御了承いただきますようお願いいたします。

次に、本日の資料の確認をお願いします。

事前に配布させていただきました資料としましては、

本日の会議次第
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資料１ 野田市エンゼルプラン第４期計画進捗状況調査表

資料２ 野田市ひとり親家庭支援総合対策プラン第３次改訂版

進捗状況調査表

資料３－１ 子ども・子育て支援に関するニーズ調査の実施に

ついて

資料３－２ 子ども・子育て支援に関する調査票（案）

資料４－１ ひとり親家庭等の支援に関する意識調査の実施に

ついて

資料４－２ アンケート調査（母子家庭）（案）

資料５－１ 保育の量の見込みと確保について

資料５－２ 新規施設の確認にかかる利用定員の設定について

資料６ 子ども医療費助成の拡充について

資料７ 子ども館の整備について

資料８ 子ども未来教室について

になります。

また、本日、テーブルにお配りしました資料は、委員名簿、座

席表になります。

資料に不足がある方は挙手をお願いいたします。

資料はお揃いのようですので、審議会の会議の公開につきまし

て申し上げます。

本審議会の会議は、個人情報等の不開示情報を取り扱うことが

ありませんので、原則、公開することとしております。

したがいまして、市民の皆様にお知らせするため、事前に市

報、市のホームページに開催予定を掲載しております。

会議の傍聴は、定数を 5 名とし、会議資料を御覧いただきま

す。

また、会議を公開することに伴いまして、会議資料、委員名

簿、会議録につきましては、市のホームページ及び行政資料コー

ナーにて公開させていただきますのであらかじめ御了承くださ

い。

なお、本日、2 名の方から傍聴の申出がありました。本審議会
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副 市 長

司 会

会 長

司 会

は公開のため、これを許可いたしましたので、御了承願います。

それでは、会議次第により審議会を進めさせていただきます。

はじめに、副市長より御挨拶を頂きます。副市長よろしくお願

いいたします。

皆さんこんにちは。副市長の今村でございます。

本日は、お忙しいところ、また、非常に厳しい暑さが続く中、出

席いただきまして、誠にありがとうございます。また皆様には、

日頃から児童福祉行政に対しまして、御理解御協力いただき、厚

く御礼申し上げます。本日の議題、八つとかなり多くなっており

ますが、最初と二つ目でエンゼルプランとひとり親家庭支援総合

対策プランの進捗状況を説明させていただきます。この両プラン

は、来年度に改定を予定しておりますので、3 番目、4 番目のと

ころで、その前提として実施するニーズ調査、あるいはアンケー

ト調査について、御説明いたしますので貴重な御意見等を頂きた

いと考えております。その他に 8 月診療分から子ども医療費の 3

歳までの無料化、あるいは、新しい子ども館の整備についても御

説明させていただいきたいと思いますので、本日は、よろしくお

願いいたします。

ありがとうございました。

次に、渡辺会長より御挨拶をお願いいたします。

皆様こんにちは。この児童福祉審議会の会長を務めさせていた

だいております渡辺と申します。どうぞよろしくお願いいたしま

す。先ほど副市長の方から御説明がありましたように、今日は議

題が八つと数多くありますので、後程、事務局の方から説明があ

ると思いますが、御審議のほど、よろしくお願いいたします。

ありがとうございました。

議題に入る前に、4 月の人事異動等に伴いまして、委員の交代

がございましたので、新たに委員になられました方を御紹介させ

ていただきます。

お名前をお呼びいたしますので、自席にて自己紹介をお願いい

たします。
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司 会

司 会

会 長

＜委員順次自己紹介＞

ありがとうございました。

また、本日都合により欠席されています

柏児童相談所 所長 二瓶一嗣様に、新たに委員をお願いして

います。

次に、本日、事務局として出席している児童家庭部の職員の自

己紹介をさせていただきます。

＜児童家庭部長自己紹介＞

＜児童家庭課長自己紹介＞

＜児童家庭課子育て支援係長自己紹介＞

＜児童家庭課児童給付係長自己紹介＞

＜児童家庭課児童相談係長自己紹介＞

なお、本審議会は野田市児童福祉審議会規則第 3 条に基づき、

関係職員に対して説明等を求めることができることから、議題で

ある野田市エンゼルプラン、野田市ひとり親家庭支援総合対策プ

ランに関連する職員が事務局として出席しておりますので、委員

の皆様よろしくお願いいたします。

次に、会議の成立についてですが、本審議会の委員数は 19 人

となっています。本日、都合により、岡田一芳委員、二瓶一嗣委

員、古橋和夫委員、山本由紀子委員、古屋真由美委員、鈴木みど

り委員の 6 名の方が欠席、木名瀬委員が遅参されていますが、過

半数以上の委員の方の出席をいただいておりますので、野田市児

童福祉審議会条例第 6 条第 2 項により、会議は成立しております

ことを御報告申し上げます。

それでは、野田市児童福祉審議会条例第 6 条第１項により、会

長に議事進行をお願いしたいと思います。

それでは会長よろしくお願いいたします。

それでは、早速、審議に入りたいと思いますのでよろしくお願

いいたします。

まず、議題（１）平成 29 年度野田市エンゼルプラン第４期計

画の進捗状況について、事務局から説明をお願いいたします。
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子育支援係長

会 長

委 員

保 育 課 長

会 長

児童給付係長

会 長

委 員

子育支援係長

会 長

＜事務局説明＞

事務局からの説明がございましたが、今の説明の中で何か御質

問、御意見等がございましたらお願いしたいと思います。何かご

ざいますか。

39 ページの 165 番について、30 年度から保育料の無料化を実

施とありますが、具体的にどのような方法で無償化していく予定

になりますか。

今の御質問は、165 番の保育料無償化についての御質問でござ

いました。現在、国が来年度４月から無償化と言い始めておりま

すが、今現在、国の方からの情報が市の方に流れてきておりませ

んので、情報を待っている状態でございます。申し訳ないのです

が、現状はこのような状況でございます。

はい、よろしいでしょうか。

御質問等がないようでしたら、次に移らせていただきます。よ

ろしいでしょうか。

それでは、議題（２）に移らせていただきます。

議題（２）平成 29 年度野田市ひとり親家庭支援総合対策プラ

ン第 3 次改訂版の進捗状況について、事務局から説明をお願いい

たします。

＜事務局説明＞

ありがとうございました。

ただ今の事務局からの説明について、何か御質問、御意見があ

りましたらお願いいたします。

＜質疑等無し＞

ないようでしたら次に移らせていただきます。よろしいでしょ

うか。

議題（３）子ども・子育て支援に関するニーズ調査の実施につ

いて議題といたします。事務局より説明をお願いいたします。

＜事務局説明＞

はい、ありがとうございました。資料３－２の方は、後ほど説

明できるということでよろしいですか。
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子育支援係長

会 長

児童家庭課長

会 長

委 員

児童家庭課長

資料３－２については、アンケート調査の案として添付させて

いただきました。ご確認よろしくお願いいたします。

このアンケートについては、まだ、変更もあるということでし

ょうか。今考えている段階なのか、それともこれが案という形で

進めるということでしょうか。

基本的には、今回、委員の皆様にお示しさせていただいた子ど

も子育て支援に関する調査票の案で、アンケートを取る予定でご

ざいます。削ることはございませんが、見直しをさせていただい

て文言等の訂正をすることはございます。内容について変更はご

ざいません。

ありがとうございました。

事務局から説明がありましたけれども３－２の資料につきまし

ては、現在この案でアンケート調査をしたいということでござい

ます。一部、場合によっては変更があるということですが、基本

的にはこの案でいきたいということですので、３－２の資料も含

めて御質問御意見等お願いしたいと思います。

このアンケートの前回の 25 年度の回収率を見ると、就学前児

童 49.9％、幼稚園児 77.7％、就学児童が 52.2％となっていま

す。全体的には 55.3％と、回収率として高い数字なのかわからな

いのですが、エンゼルプランを決める時に一番大事なのは、子育

て中のお母さんの生の声だと思います。生の声を聞きたいという

のがあるので、今回のアンケートの回収率を上げてもらいたいと

思います。幼稚園児の 77.7%は高いと思ったのですが、幼稚園経

由で配布回収されています。郵送は便利だと思うのですが、手渡

しではないので回収率が低くなっているのではないかと思いま

す。今回、アンケートを配布するに当たり、回収率を上げるため

に考えている工夫はあるのですか。

幼稚園児につきましては、エンゼルプランのニーズ量の調査と

いうことで、保育所に通わずに幼稚園の一時預かりを利用してい

る方がおりますので、幼稚園に送らせていただいております。就

学前児童と就学児童につきましては、無作為で設定するというこ
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委 員

副 市 長

会 長

部 長

会 長

部 長

会 長

とで、こちらは郵送で検討させていただいています。通知文の中

に、大切なアンケートなので是非協力していただけますようにと

いうような一文をつけて、対応するような形を考えております。

今回は、回収率が高くなることを望みます。就学児童などに

も、学校の先生を通して協力を得られれば違ってくると感じま

す。

補足させていただきますと、このアンケート調査については、

回収される数から逆算して郵送するよう決めております。この程

度の回収数があれば統計的には信頼できるということで逆算して

郵送していますので、数を上げるとなると、例えば郵送数 2,000

通を 3,000 通にするとかもあるのですが、このくらいの回収率で

概ね傾向は分かるだろう判断しております。おっしゃるように手

渡すのが一番良いのですが、費用対効果がありますし、出た結果

については信頼できるものだと考えております。

よろしいでしょうか。他に何かございますか。

先ほど、資料３－２の説明で児童家庭課長の方から案として出

したと言いましたが、このアンケートは本日見て頂きまして、追

加する項目や質問等がございましたら御意見としていただいて、

変更はするということでございます。御意見がございましたらお

願いしたいと思います。

アンケートについては、追加も可能であるということでござい

ますので、内容を見ていただいて御意見があるようでしたら、事

務局の方にお願いしたいと思います。いつ頃までなら大丈夫です

か。

1 月に実施したいと思っておりますので、少し時間があるの

で、御意見があればお聞かせいただければと思っております。

アンケートにつきましては、１月に実施予定のようでございま

すので、もし御意見がありましたら内容を伝えていただきたいと

思います。

他にないようでしたら、他に進めてよろしいでしょうか。

議題（４）ひとり親家庭等の支援に関する意識調査の実施につ
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児童給付係長

会 長

委 員

会 長

保 育 課 長

会 長

委 員

保 育 課 長

委 員

部 長

いて、事務局より説明をお願いいたします。

＜事務局説明＞

はい、ありがとうございました。

ただ今の事務局からの説明について、何か御質問、御意見があ

りましたらお願いいたします。何かございますか。

＜質疑等無し＞

御意見、御質問がないようですので、次に移らせていただきま

す。

議題（５）保育の量の見込みと確保について及び新規施設の確

認にかかる利用定員の設定について議題といたします。事務局か

ら説明をお願いいたします。

＜事務局説明＞

ただ今の事務局からの説明について、何か御質問、御意見があ

りましたらお願いいたします。

加藤学園が 31 年 4 月からこども園を開園するということです

が、今後こども園の開園を検討する幼稚園等が出た場合には、市

としては認可をする状態でしょうか。あるいは、これで終わりと

いうことでしょうか。

今の御質問は加藤学園の整備後にまだ整備計画があった場合、

市は認可するのかという御質問でございました。現状、待機児

童・入所保留者の双方の解消を野田市は目指しておりまして、そ

の状況は毎年変わってくるものでございます。今後の待機児童・

入所保留者の状況を見極めつつ、次の認定こども園の検討をした

いと思います。

状況によって認可する、あるいは認可しないということでしょ

うか。

保育の需要という面からいいますと、今後、無償化といった話

となった時に保育の希望者はどうなるのか。そこが全然見えてい

ないような状況でございます。実は、もう 1 園認定子ども園にな

りたいという話はあって、そこは調整をしているところでござい

ます。今後の需要をどのように見込むかによって、認可するしな
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会 長

委 員

部 長

司 会

児童家庭課長

会 長

委 員

会 長

児童家庭課長

会 長

委 員

いを見ていきたいと思っておるところでございます。

よろしいですか。

はい、分かりました。現在 1 園が希望中ということですが、そ

の 1 園が欠けて 2 園が希望した場合、先に希望した 1 園が認定子

ども園になるということですか。

今、確かに１園の協議を受けている最中でございます。その他

にあった場合は、よく話を聞かせていただいて判断したいと思い

ます。1 園協議しているところは、認可する方向で相談を受けて

いるところです。順調に進めば、申請をしてもらい認可すると思

います。その後につきましては、無償化によってどこまで保育児

童数が伸びるのか、見極めてから相談しつつ対応していきたいと

思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。

よろしいですか。

他に、御意見、御質問がないようですので、次に移らせていた

だきます。

議題（６）子ども医療費助成制度について、事務局から説明を

お願いいたします。

＜事務局説明＞

ただ今の事務局からの説明について、何か御質問、御意見があ

りましたらお願いいたします。

＜質疑等無し＞

御意見、御質問がないようですので、次に移らせていただきま

す。

議題（７）子ども館の整備について、事務局から説明をお願い

いたします。

＜事務局説明＞

ただ今の事務局からの説明について、何か御質問、御意見があ

りましたらお願いいたします。

新たな子ども館を新設するに当たって中・高校生の多様なニー

ズに対応すると書いてあるのですが、中・高校生の要望は具体的

にどういうものですか。例えば、サッカー場が欲しいなど。乳幼
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会 長

児童家庭課長

会 長

委 員

児童家庭課長

委 員

児童家庭課長

会 長

児から 18 歳までは幅広いので、乳幼児の遊びと中・高校生の遊

びは違うと思うのですが、どこまで対応する予定なのか教えてく

ださい。

こちらは基本的に国の運用基準に基づいて整備を進めていきま

すが、中学生、高校生を対象とした施設ということで、音楽のス

タジオとか、パソコンが使用できるスペースがある、そういう施

設を予定しています。敷地外で遊ぶことについては、国の基準と

しては一定の広さを確保するということになっていますので、今

後、設計・発注する中で具体的な内容を詰めていきたいと考えて

います。

よろしいでしょうか。他に、何かございますか。

訂正をさせていただきたいのですが、資料７―２ページ目、

（３）今後のスケジュールの基本計画の策定のところを、基本構

想の策定に変更をお願いいたします。

資料７－２ページ、今後のスケジュールの中で、基本計画は基

本構想の誤りということですので、訂正をお願いいたします。

乳幼児から 18 歳までの年齢の児童が集うとなっております

が、乳幼児は親が車で送迎が考えられるのですが、場所が分かっ

ていないので、学生の交通の便はどのようになりますか。

場所については、資料７（２）の通り都市計画道路清水公園駅

前線沿いにある市有地となります。具体的に説明すると、清水公

園駅からアンダーパスを過ぎ、左側にある空地となっている場所

に建設を予定しております。

徒歩で 10分くらいでしょうか。

距離については、約 700 メートルから１キロ位で、自転車もし

くは徒歩で来ていただけると考えております。

他に何かございますか。

御意見、御質問がないようですので、次に移らせていただきま

す。

議題（８）子ども未来教室について、事務局から説明をお願い

いたします。
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＜事務局説明＞

ありがとうございました。

ただ今の事務局からの説明について、何か御質問、御意見があ

りましたらお願いいたします。

＜質疑等無し＞

他に、御意見、御質問がありますか。ないようでしたら、本日

予定させていただいている議題は終了しましたが、その他として

事務局から何かございますか。

特にありません。

皆様の方から何かありますか。

本日は、お忙しいところ、また、お暑い中お集まりいただき誠

にありがとうございました。

これをもちまして、平成３０年度第１回野田市児童福祉審議会

を閉会いたします。






